
別紙１

○丸の内仲通り等
・人気店による“味フェス限定”メニューをキッチンカーで販売
・東京産農産物を使用した“東京野菜宝船”を設置（丸ビル外構部）
・東京産クラフトビールの販売（丸ビル外構部） 等

○行幸通り
・東京都内で生産された新鮮な旬の野菜や果物、
東京都が開発した東京うこっけいの卵を生産者が直接販売

・東京の郷土料理を紹介するブースを設置
・多摩地域の産品を揃えたマルシェや米粉パンのキッチンカー
・東北3県（福島県・岩手県・宮城県）や新潟県、石川県の
特産品やご当地グルメを販売 等

丸の内 -東京産食材の魅力をふんだんに味わえるエリア-

〇オープニングセレモニー
日時：10月24日(金) 11:00～ ※予定

◎ステージイベント（丸ビル1階マルキューブ）

○東京国際フォーラム 地上広場
・東京の郷土料理を紹介するブースを設置
・東京都農業祭と連携し、やさい畑での収穫体験を実施
・日本各地の地酒等を提供
・東京産食材を使用したメニューをキッチンカーや
館内レストランで販売

・館内店舗で一定金額をご利用いただいたお客様に
東京島しょ部の名産品をプレゼント（先着制）

・東京を拠点に活動中の様々なパフォーマーたちによる
ダンス、演奏などのステージイベント 等

有楽町 -東京の農業の魅力と日本各地の名産品に出会えるエリア-

〇出張！値段のないスーパーマーケット
日時：10月25日(土) 14:00～
主催：農林水産省
概要：日本の食を取り巻く現状から「フェアな値段」について考える

「値段のないスーパーマーケット」の紹介



ワタナベマキさん

豊洲 -東京の農・林・水を体験し尽くすエリア -

○東京ミッドタウン日比谷、日比谷シャンテ 他
・料理研究家ワタナベマキさんによる、マリアージュをテーマに
した美食セミナー
実施日時：10月25日（土）［1回目］12:00～13:00

 ［2回目］14:00～15:00
実施場所：東京ミッドタウン日比谷6階

Q CAFE by Royal Garden Café
参加費 ：2,000円
詳細及び申込：https://ajifes-hibiya-1025-watanabemaki-seminar.peatix.com

（申込は10月22日0:00まで、定員になり次第終了）
・レストラン11店が東京産食材を使った限定メニューとドリンクを提供 等

○日比谷仲通り周辺
・東京産の新鮮な野菜やフルーツ、東京ブランドのスイーツなどを
販売するマルシェ

・「美容×美食」を叶えるレシピカードを配布
・「カラダと心が喜ぶ食の体感」を提供するワークショップ
・東京産食材を使ったオリジナルメニューを提供するキッチンカー 等

日比谷-東京産食材を味わう新たな食体験を楽しめるエリア- 

■キッチンカーエリア等
・ジャズやお笑いを楽しめるステージイベントの実施
・東京産食材を使ったキッチンカー等の展開
・東京の郷土料理を紹介するブースを設置 等

■がすてなーに ガスの科学館 ※連携イベント
・カプセルを使ったLEDのランタンづくりや
東京の農林水産物を楽しく学べるクイズ大会の実施

・「morceau」秋元さくらシェフによる東京産食材を使用した料理教室（10/24(金)のみ) 
・東京産食材を使用した親子料理教室の開催 (10/25(土)・10/26(日)のみ)

■水産業エリア
・ミスターとうきょう漁業（東京の漁業をPRするリーダー）
によるワークショップ

・東京の水産物を見ることができる移動水族館の展示（10/26(日)のみ) 等

■林業エリア
・ミスターとうきょう林業（東京の林業をPRするリーダー）
によるワークショップ

・子どもも楽しめる丸太切り体験やつみ木ひろばを開催
・山梨県による木のおもちゃの展示・販売
・大学生によるジビエ料理の販売
・とうきょうの木による暮らしのグッズをつくる
ワークショップ 等

○ 「がすてなーに ガスの科学館」海側特設会場
■農業エリア
・畑のワークショップの実施や新鮮東京野菜の販売
・記念撮影スポットとして、農作物を載せたかわいらしい
三輪車「PIAGGIO Ape」の展示 等



エリア共通

○デジタルスタンプラリー
・各会場にQRコードを掲載したチェックポイントを９ヶ所設置 ※予定
・スタンプを3ヶ所以上集めた方には、先着で特別賞品をプレゼント！

○屋外ビジョンの設置
・オープニングセレモニーやステージ
イベントのライブ中継やダイジェスト放映、
各会場の様子、出店者の紹介等を放映
※予定

○会場マップ
・イベントを味わい尽くせるよう、４会場ごとのマップを
日英2か国語で配布

～環境にやさしい取組を進めています～

○リユースカップの使用
使い捨てプラスチックの削減のため、
何度も使える〝リユースカップ″の使用を進めています。
各会場にある回収場所で、カップ１つにつき都内の農畜
水産物をキャラクターにしたステッカーと交換できます。

○廃食油の回収
「日本初の国産SAF大規模製造に向けた廃食用油回収促進事業」の取組の１つとして、
キッチンカーなどから使用済み食用油を回収し、国産のSAF（持続可能な航空燃料）
を製造する取組に協力しています。


	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5

